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１． 研究計画の概要 

（1）研究の目的 

東アジアはグローバル化のもとで、地域

間・内の構造格差、富裕層・中間層・不安定

就業層の階層間格差という構造変動を同時

代的に経験している。また、国境を越える人

の移動は、国家と社会との関係を変容させよ

うとしている。本研究は、日・中・韓の人・

モノ・文化がもっとも激しく交錯している都

市＝青島をフィールドとしてインテンシブ

な調査研究を実施し、グローバル化のもとで

成熟した市民社会が実現する可能性を実証

的に解明する。 

（2）研究の論点 

①グローバル化が引き起こす構造転換を明

らかにするために、都市の空間的拡大、産

業構造の変遷、人口動態と居住空間の再編

など基礎的な資料を収集する。 

②人々の移動エネルギーが引き出される形

態と論理を、聞き取り調査を通して人々の

生活の内から解明する。 

③現代中国が「市民社会」として成熟する

ための諸問題、すなわち外来者と地元住民

との社会的格差の実態、格差が形成される

論理、都市地域社会の再編を研究する。 

 

２． 研究の進捗状況 

(1)2007 年度 

予備調査として基礎資料を収集した。 

対象地域は、①青島市の東部と北部に拡大す

る住宅地域、②高級住宅地・リゾート地とし

て開発が進んでいる沿岸地域、③外来者が滞

留する開発から取り残された地域である。 

(2)2008 年度 

地域社会の構造変動を中心に調査研究を実施

した。調査対象地は、住宅地として開発され

た崂山区と、中心市街地の商業地域として発

展している市南区である。両地域において、

地元の住民（本地人）の生活空間と移住者（外

地人）の生活空間の二重構造をみることがで

きた。 

(3)2009 年度 

住宅開発が進んでいる地域（崂山区）の住民

を対象に、調査票を用いて 300 人の聞き取り

調査を実施した。調査の内容は、学歴、移住

経験、職業移動、家族構成、住居の取得・購

入状況、地域社会への評価・参与であった。 

 

３． 現在までの達成度 

(1)自己評価：②おおむね順調に進展してい

る。 

(2)理由：3つの典型的な地域を対象に、人口

移動と地域社会の変容に関する資料を収集

した。①住宅開発が進んでいる地域では、イ

ンテンシブな聞き取り調査と、質問票を用い

た調査によって、住民の移動状況、生活意識

に関する資料を収集した。②市街地にとりこ

まれた地域と②漁村が急激に住宅化した地

域では、地域社会の運営に関する資料を収集

した。また、統計資料など基礎資料も収集し、

本研究課題を考察するのに必要な条件を整

えた。 

 

 



４． 今後の研究の推進方策 

(1)質問票を用いた資料と、聞き取り調査で

収集した資料とを通して、①人が移動する構

造と人々の価値志向、②地域社会の再編、③

階層構造の変容、④グローバル化のもとでの

市民社会の形成などの研究課題を考察する。 

(2)研究成果を論文集としてまとめ、出版す

る準備を整える。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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